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幽阻田圃ー---_'.....量四町圏直...... 圃

-全く豚足のような~'!~な?空しはありませんもうこれ以

上、腕i立良く心らなくても.意竺の区復力、なくてもいい
そう思いまず」

- ここてこういう誌がてきて不当℃烹!こな吋ました .

腕力、主力く、動かないという問題よりもあの燥な感覚から・
解放されるなんて精神的'二進います

本因噴I::::D川豚足!こj聖法された院1よも.

ごは.Hカ‘1，"，1 ~心~以川ー

これは日章害受容のひとつてある 自らの身体の選手日空

が，両矢し.たとえZしりかなくても、自分の匡有な身体として
生きていけることが受付入れられたのである

確かlこここては連盟bイメージの活用なとを過して、身体
を変勺させる訓練が行力れていた しかし，害者が生きる

体験世界の共同iliII里信は.~童害受容と表裏をなしてい
る可能竺が高い

体験世界への歩み寄川立.ー|績のための手がかりを見E

出すことだが、その歩み寄りが‘患者が111曜をしない;夫E
意へと符ひっく E 
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l二-=-川|川!ι

|耐震 i蹴 I ? I… [ 
|…同憎い… 同窓r|

病態欝 l 対応備態 l 対応.~量

園・皿醐個面白町田『

な言人慢の歩行は、 一直壊れてしまうと、「とりわけ片防護1:
おいて lこんなにも認しく与るのかっ ・
-人間てII!!脳の盆目;互の半1手の明'EIIi生か、行鳥の自在さと信託証

?を可能にするそu てその関係性!立長い発型的関涯をもっ・

・この照>.I.，ele!.イメ ジ、言訴か 芦の院の渇惇こま汁しで圃
喧2置な病患を作ってしuぅ・圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

・己六'ティヴスに'立この隠匿がない そのロポりIs動作〓 ・・・

行馬という巳ボの信体性が成立 ν らし

・この個'D性が、地のm物と1主要三ミ人閣のi空化ことっt・・・・
必要な差翼を生んてきfご

園田・・圃聞幽聞田園田園揮.. 

種樫鱒輔醸輔麗謹盟盤歯固温

歯聾遍樹園臨轟轟薗輯闘躍量

時痩へのまマ応が困t.1iiだとすれは.そこは技術的に代償する・
j望択が効率的!こも、患者'ことっても望ましいものになる . 

横幽歯菌臨掴歯固薗櫨園調歯幽

~、をI与..ご

なぜj軍!Jj能1;の区穫は、認知能力1二比べてJ空くさ遜与のか二

・人間の発運iIl立、出生後、理主で能力か抑制される hリ字発煙・

・歩析が可能こなるのほ‘主霊前後 . 

・それに対して認知能力:、ヒアジエのi聖併と'立実なり、TてにE
6か月のL 克が4也君の心的特妨害平矧てラる1王F細かな ・

tIi.I知商t力を備えている・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・従って人間の運動能力:当仁より、認知、言語機能杢基礎に E

十Illlテ込んで~次化きア..スザ!I!I 、 ラットの煙ti能力 1立 E 
素旦く回慢するそのため 喧掲傷すると、認知能力の百種目

以上仁閉題化ラテラJテイ h機能の明性分化Jもこれ こ関連E
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瞳盟国国圃E副圃園田園圃幽圃圃

..互々のj高f主において変数の発現しそうな場所の日;主 ・
診断デーヲと一人私的考験の整合勺.病理の仮説イ乙 .

2 変数が伶続的fこ~唖可能。ニt;るか 一度きり、ずく消失.

してし王う

仮設を実正l反証する副練の選択、内ち帰り課題 ・・

3さらにその変訟は、次なる展開「さらなる変訟の発1見広五耳

とつなかるか、行き詰まりの代前!こすぎないのか

園鶴鞭静歯固幽歯幽圃

BlIぴlBlυ4、千IIIIIBぴ工、c，.I~ 

藍書置組聖霊湿軍監蓬量重盛道Eヨ

Ii夕、婦の訴えか多いの(立、圧倒的に右半1手編悔J

Il旨感覚の概'I'le能611立、左半球手品f詰亡Ij:il(手の成叩低下E

Z三ミピI事?員f話とlIil左手のみに王互訪低下方、見りれるJ

lIiI半球婦匁て1立l;;tI吾聖子のi雪，圭↑生から 非常に多くのネE

ガティブ言語?を発ずるヲ E 

F清閉l:Ji仁1玄翁ra訴えるケ λ 二おいては矢NìiI半慣Ij~

間無槻なとの喜次脳特聖位置曹を呈νていないことが多目

く、それとは逆二感覚透喜を呈し亡いるケ スヵ、多い

乞Ilυ-十、モ--、lI1'l三一 ..  
大越モデル . 

大E主lIIIii日し乍l!IiJIという 目

土-まいっ「車、のUIIl二lエヲモ阪と日うのriIIlヰt忘れていなL、J

し《し安除し主ぃ~.tiミよれ空間と-λ乍い

どのよっな旺叶てあれ、'可lIfiIl!I.f!jI]とさ包こTたJIII.fWIIコてい計三E
2マクロミ安防に三五ミ子育でてミク:J，~，，:失敗主将正-年力て哩J里主網lIÆil・

力t毛つ角 、.

園町'"孟回開"."泊圃-・--・刷.-伽圃置司r圃留置調島副闘訓血温毎週脂IIUIIJ・量圏

置園田園

。守山可位性“脅え-ろ

乞主11ブ..、工、う I~ぴヰう u

唐津モデル 臨l末は.止まらない1き漫む太'W同医-i!}'.

く了為によもt凶細川工"アにl!Ilつど魁判学的知男の111古とさ青山liU ノ.

祢!Ii.l!I司l二よか，古との1::11二析を‘日アニl'!!lPN!!!J'!!理出 ω その副.

i示在-古わりていど . 

Iω'，"，ン附ニエヱヒテノ"o"，_.，こめ両日同石川1IlI!そのまl!DiIII
特 i正圭吉んァ毛主~ほと~叫に li ・ろ 1 ::1し、の~字明言 1口寸カ . 

5づ心オタ . 

- 孟量四回.... ・・d園田橿1Ii~皿E室副酬I!IIII.泊目・E岨品開聞姻闘

会百人の主青に百川のYIIIlい、て雪Z力明

..今3て綜告が・ι、汽-吐λてい巴とし、フ望号λをL刊に111てコれ毛σノ内 J

闘胴圃幽圃圃圃

ー'持う修正を中C，.'こ吾川11:"によろいlIIIlを男倍抗、r:m続 i'iiti:昨庇ら昨E

腔三と四険主杭との日]仔性2竺司慢rろ E 
折るの1111正imiI品別上その軒位そο!IIl山--仁明司のたtJIII
. プワーウI'JI曲刺↑乍キ:、世仏、↑主民、収~、先IDIIて↑iIIによろまI!!Iてあ...  ・1引開えliIl川長男ノトつ ?の骨組IIBIIっで，イ E 
.七 J よ=な~、3 ・lIli↑乍にま テコと乍 l 王λと乍 l 起点とな主唱両内--

. 士 そこを丁半に↑事二てし01うことを旦本としてい毛料ηl草川正司・・・・

・4主4よ主主下山里‘白河五山宮!ヒとL、ア二 日以にた?五、-日!l1I左手品圃

--うを活発r!" ・・

棚田四回E園田副圃叫回目圃掴皿屋圏圃圃E

格問モデル . 

・ハ キンノン病のすくみ足の調豆大脳基喧民主の病変仁おlすミ ・

官政的経験の量甥寸くみ足の背後に予期不安ヘ二次f重曹の ・

ーあり、そのヌミ安の能性のために最大の官用者としてのせラヒヰ与圃

.てなる不安ぽ運動のフランニンフ、 注意、~さを変色きせξ・・

，;7;支の解除a張の信芳、l二つひかU、そこに羽芸能力走見出ナ.
・あるい'j:，，r幻課題杢1世間的に行うこと亡不安の再三存苦え~ ・

そのJレ P.IiI孟用ーすくみ足F.1抑制してしまう・・・・・・・・・・

・共同注意杢，主用し、身体、京、トイレの信用喧杢よずる・・・・・・
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争政ぴ11m、モデルぴりu__モデ11-
村部モデル 1 
-片麻痩、パーキンソン病、小脳疾患の歩行訓練に E 

おいて、他動的に(しかし自動化しない反復可能な E 

運動、勤作ハ骨ーンを侍定し、それを他動的に反復-

-動作の習得iま動作の中でしか行われず、動作の E 

反復の最中で、速度、方向、リズムに変化をつけ、 E 

「粗雑な意識」によって感じ取らせ、手続き記1霊化する』
・動作といっても、歩行やリーチンゲという、いくつもの致作E

単位の連鎖が必要な運動ハヲーンを対象として訓練れ E

。醐山鎗副 曲帥叫附川5
.町蜘岡‘痢畑e樹叩鴨聞司

惣者48人の胸部幽僚をAIが深層学協で処出す
ることで、Z置が5年以内に亡くなるかを69%
の精度E予i!!'lcきたといっ.AIは、診断名ち
病気が何であるのかち知らないのに、 大型デ
タから微細なパタ ン佐特定している{そ
れが何力、11設ちわからない).医師の!$断と
予測と1;1.全く異なる事態である.

I~園田園i

なぜホットスポットl二10秒立つことが、売り上Ifにつなが
るのかは、 ~Iにも、誰にも分からないr にもかかわらず、
それなりの精度で予測が行われ、実際に変化するr

ここは見かけよ、名人級のセラピス卜と、一般のセラピス

卜の聞ですでに起こっていることと似てくる場所であるの

ただし、人聞はその変化に物語を作る。しかし名人が語

ることを挨倣しようとしても、そもそも模倣できないか、で

きたとしても回復につながらないことがlまとんどであるれ

国l.lIiJl盟塁園田Z田昌.5亘ー四=回:rlllE重重週堕毘廼置軍軍圏

阻咽画師1_面副圃叫E阻

圏陽園画圃圃醤幽踊圃圃圃

匪掴園田ー咽当面画姐週且匝画師置極量霊園

躍磁組編歯幽箇幽歯菌画面画

醒観聞
i画監留置凶監醤盛宮署la!Illl藍霊園生E

麻痩禅、無視禅、混合群に関するビッグデ一世の解析に

より、回復予測が立てられ、リハビリにかけられる時問、

訓練設定が、回復度、医療費コスト、患者負担それぞれ

の比較衡豊により決定されるわセラピストの技量uそ
の予測を上回るか、下回るかによって評価されるように

なるf


